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研究成果の概要：近年のインターネット時代では、日々の生活で多数の人々がウェブ上の重要

度の情報を探そうとしており、重要な情報を自動的に取り出し表示する方法を切望している。

そこで、本研究では、各情報の重要度を推定する方法に関する研究を行った。新聞社や一般の

多くの人が重要と考える情報の重要度を約 90%程度で推測する方法を構築した。個々の個人の

興味情報が、その個人がどういう情報を重要と考えるかと相関があることも確認した。 
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研究分野：自然言語処理 
科研費の分科・細目：情報学・知能情報学 
キーワード：情報の重要度、新聞データ、被験者、教師有り機械学習 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1)情報検索の分野では、ユーザの入力したキ
ーワードと関連する情報を取り出して提示
するものがある。本研究はそれに比べると情
報自体の重要度も考慮するものとなってい
る。 
 
(2)Google の検索結果ではユーザの入力した
キーワードの他に、web ページのリンクの情
報に基づいて多くのページから参照される
ページをよりよいものとする検索結果の序
列化をしている。リンク情報に基づいてどの

情報が重要かを調べているものであり、文章
の内容を利用しているものではない。本研究
では、自然言語処理の技術も利用して文章の
内容や言語表現（言葉の言い回し）なども、
情報の重要度を調べる手がかりとして利用
する。 
 
(3)自然言語処理の分野では、新聞記事の情報
と株価の関係を調べる先行研究がある。しか
し、先行研究では個々の企業の株価との関係
を調べることに着目しており、例えば小さい
会社の情報なら情報の重要度は小さく、大き
い会社の情報なら情報の重要度は大きいな
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どといったことはしていない。この点で本研
究と異なる。本研究では情報の内容や情報に
記載されている表現も利用して情報の重要
度を分析するものであり、大きい会社名を含
む情報であるかも含めて情報の重要度を分
析するものである。 
 
(4)本研究では、会社や株価に研究の対象をし
ぼるものではなく、新聞記事に現れるすべて
の現象、例えば、株価とは関係のない、災害
や交通事故や外交問題などの幅広い分野に
おいて、情報の重要度に関わる要因を抽出、
分析を行う。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1)本研究では情報の重要度を決める要因を
明らかにし、その知見に基づいて情報の重要
度を自動推定するにはどのようにすればよ
いかを明らかにする。自然言語処理に基づく
情報検索、情報抽出技術を利用してこの問題
を明らかにする。例えば、会社の倒産のニュ
ースがあったとして、売上規模が大きな会社
の倒産のニュースの方が、売上規模の小さい
会社の倒産のニュースよりも、社会的影響が
大きいために重要な情報である、と一般的に
は考えられる。一方で、小さな会社の倒産の
ニュースであっても、その会社の利害関係者
にとっては重大なニュースである。このよう
に同じ倒産に関する情報でも情報の受け手
によって重要度が異なる。このような重要度
を決める要因を明らかにすることが本研究
の目的である。 
 
(2)情報の重要度には、(a)多くの人にとって重
要とされる一般的な情報の重要度と、(b)個々
の分野または個々の人にとって重要とされ
る個別の情報の重要度の二種類がある。本研
究ではその両方を扱う。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)一般的な情報の重要度の研究を行う。新聞
の一面に書かれている記事は他の面の記事
よりも重要であり、また長い記事は短い記事
よりも重要であると思われる。それを手がか
りに情報の重要度を決める要因を明らかに
する。また、どちらの記事の方が重要かを問
う被験者実験を行い、それを手がかりとした
分析も行う。分析には種々のデータマイニン
グ手法を利用する。例えば、新聞の構造、被
験者実験に基づいて、重要な記事の事例とそ
うでない記事の事例に分類整理し、それらを
弁別する教師あり機械学習を行い、それらの
事例にどのような違いがあるかを明らかに

する。 
 
(2)個別の情報の重要度（個々の分野や人にと
っての情報の重要度）の研究を行う。この個
別性の研究では、先に収集した重要な記事の
事例とそうでない記事の事例のデータを、分
野や人の嗜好に基づいて分類してから機械
学手法などのデータマイニング手法を利用
することで分析を行う。これにより個々の分
野での情報の重要度を決める要因を明らか
にする。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)一般的な情報の重要度に関する研究を行
った。新聞の一面に書かれている記事は他の
面の記事よりも重要であり、長い記事は短い
記事よりも重要であると思われる。それを手
がかりとした新聞データを利用した教師あ
り機械学習の実験を行った。新聞データを学
習データとして利用した場合、入力された二
つの新聞の記事のうち、いずれが１面の記事
であるかを９割以上の精度で推定できた。こ
れにより新聞の面情報を基準とした重要度、
すなわち、新聞社が考える情報の重要度は計
算機で比較的容易に学習できることがわか
った。また、どちらの記事の方が重要かを問
う被験者実験を行った。300 人以上の被験者
により 560 組のデータ（以降被験者データと
呼ぶ）を作成した。それを手がかりとした実
験も行った。被験者データを学習データとし
て、2 つの入力記事のうち、被験者の 7 割以
上の人が一致して重要と考える方の記事を
機械学習により推定したところ約９割の精
度で推定できた。このことから多くの人が重
要と考える情報は高精度に特定できること
がわかった。また、テキストマイニング技術
や教師あり機械学習の学習過程で得られる
パラメータの情報から新聞記事中のどのよ
うな単語が記事の重要度に寄与しているか
を調べた。その結果、「年金」「殺人」「事件」
「政府」「事故」といった単語が重要度の大
きいものとわかった。これらの単語が示すも
のは情報の重要度に大きな寄与をしている
ものと思われる。この知見は今後の重要度推
定システムの構築に役立つものである。情報
の重要度の推定処理の高度化を目指して受
身文を能動文に変換する研究も行った。 
 
(2)ユーザ個人が考える情報の重要度に関す
る研究を行った。ユーザ同士の判断の一致度
を知るために、記事ペアにおいてどちらの記
事が重要であるかのユーザによる判定につ
いて Kappa 値を計算した。Kappa 値は 0.08 と
いう非常に低い一致度の値が得られた。この
ことからどういう情報を重要と考えるかは 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  表１ 男性の重要単語 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  表２ 女性の重要単語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表３ 中部地方と関西地方の重要単語 
 
 
人によって異なることがわかった。教師有り
機械学習法を用いた実験により、個々のユー
ザが二つの記事のうちどちらが重要である
と判断するかを 65%前後の精度で予測できる
ことがわかった。アンケートにおいて答えて
もらったユーザ個人の興味情報と、教師有り
機械学習により得られた各個人が重要と考
える事柄の一致具合を検証した。興味情報が
機械学習で重要とされた上位 500個の単語の
方と有意に重なりが多かった被験者は 53 人
で、下位 500 個の単語の方が重なりが多かっ
た被験者は 2人であった。53 人と 2人は検定
で有意差があるため、ユーザ個人の興味情報
が、そのユーザの重要な記事の判断と相関が
あることがわかった。教師あり機械学習の学
習過程で得られるパラメータの情報から、具
体的に男性、女性がどのようなことを重要と
考えているかを分析した。男性、女性がそれ
ぞれ重要と考えている単語を表１、表２に示
す。表の数字はその単語の重要度を示す。男
性は「トヨタ」「野球」を女性は「出産」「懐
妊」という事柄を重要と考えていることがわ
かった。また、中部地方と関西地方の人が考
える重要な事柄も調査した。その結果を表３
に示す。中部地方の人は、トヨタ、ホンダな 

東証 0.634 反発 0.592 

中間 0.634 利益 0.592 

代表 0.630 委員 0.589 

民主 0.621 ぶり 0.588 

海域 0.619 野球 0.588 

官民 0.618 国連 0.588 

落札 0.614 把握 0.587 

投資 0.613 議員 0.587 

決算 0.612 ジャパン0.586 

工事 0.604 監視 0.585 

トヨタ 0.603 金利 0.585 

協議 0.601 株式 0.582 

主導 0.598 会議 0.580 

工場 0.597 廃止 0.580 

商業 0.594 法案 0.577 

訴訟 0.658 支援 0.594

採択 0.627 大阪 0.594

消費 0.626 提供 0.592

不明 0.622 高校 0.587

時代 0.609 ９月 0.585

対象 0.606 売却 0.584

義務 0.606 大学 0.580

解明 0.604 最高裁0.580

さん 0.601 幕開け0.580

めぐみ 0.600 和歌山0.580

最終 0.600 予定 0.579

皇室 0.599 出産 0.579

建物 0.599 紀子 0.579

世論 0.599 懐妊 0.579

吸水 0.595 さま 0.579

中部地方 関西地方 

工場 0.176 選挙 0.189 

対応 0.169 中国 0.188 

交渉 0.166 強化 0.180 

設備 0.165 東証 0.179 

賛成 0.162 友好 0.178 

住宅 0.159 株式 0.168 

政治 0.159 障害 0.167 

トヨタ 0.157 新株 0.166 

取得 0.154 資金 0.163 

首相 0.153 投資 0.158 

共同 0.153 訪中 0.155 

政府 0.153 財界 0.155 

過半数 0.152 被告 0.155 

工事 0.152 訴訟 0.154 

ホンダ 0.152 発行 0.153 



 

 

 

表４ 関東地方と九州地方の重要単語 
 
 
どの地域性を反映した単語を重要としてい
る。近畿地方の人は、「株式」「資金」などの
金銭的なものが重要であると考えているこ
とがわかった。表４に中部地方と関西地方の
人が考える重要な事柄も調査した結果を示
す。関東地方では，「戦後」「教育」「政府」
という一般的に重要と思われる事柄が重要
とされている。九州地方では，安倍元首相の
地元の下関に近いことから「安倍」が重要と
されていると思われる。これらの単語が示す
ものは情報の重要度に大きな寄与をしてい
るものと思われる。この知見は今後の重要度
推定システムの構築に役立つものである。情
報の重要度の推定処理の応用および発展を
目指して特許文書中で特に重要な箇所であ
る請求項とその実施例の比較と対応付けの
研究も行った。 
  
(3)先行研究では、情報の重要度を扱う研究は、
リンク情報に基づいてどの情報が重要かを
調べているものであり、文章の内容を利用し
ているものではない。それに比べて本研究は、
文章の内容のみから情報の重要性を推定す
るものであり、応用範囲が大きい。また、本
研究では、新聞社や一般の多くの人が重要と
考える情報の重要度を約 90%程度で推測す

ることができ、性能も高い手法である。また、
具体的に文章の内容を利用して分析したた
め、どういう内容のものが重要かの分析も行
うことができた。 
 
(4)今後の展望としては、本研究で構築した情
報の重要度を推定する技術を種々の応用先
に用いることが考えられる。例えば、Web の
文書を具体的に本技術で重要な順に並べ替
えることが考えられる。また、風評被害の原
因になりそうな Web 文書で本技術を利用し
てみることも考えられる。 
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〔産業財産権〕 
 
○出願状況（計 1件） 
 

関東地方 九州地方 

戦後 0.168 安部 0.194 

原点 0.164 地検 0.178 

認識 0.162 拡大 0.175 

教育 0.161 輸出 0.174 

返還 0.160 決算 0.174 

拡大 0.158 提携 0.171 

政府 0.153 幕開け 0.167 

対策 0.152 貨物 0.166 

安保理 0.148 ホテル 0.165 

利益 0.148 一部 0.163 

行方 0.148 大学 0.161 

不明 0.147 緊急 0.161 

方向 0.147 国連 0.160 

入学 0.147 断念 0.160 

申告 0.147 検査 0.160 
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